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インターネットの誕生

Web技術は、インターネットと切り離して考えることはできません。混同されがち
なWebとインターネットですが、当初の開発目的は異なっていました。ここでは、
インターネットが誕生した経緯をかんたんに見ていきましょう。
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C h a p t e r  1 Web 技術の概要

⹅⹅ブラウザーで汎用性の高いシステムを実現

 ブラウザーを利用しないWebシステム

Webというとブラウザーを思い浮かべる人が多いかもしれませんが、ブラ
ウザーを利用しないWebシステムもたくさん存在します。
たとえば、ソーシャルゲームアプリやスマホアプリなどはブラウザーではな

く専用アプリで利用しますが、裏側ではWeb技術のWeb API（Application 

Programming Interface)を活用しています。Web APIについては8-3を参照し
てください。

⹅⹅ブラウザーとAPIによるWebシステム

・PCやスマホに標準で
 インストールされている
・利用する敷居が低い

ブラウザー

○高い汎用性が実現できる
○開発コストが抑えられる

×ユーザーが限定される
×開発コストがかかる

・事前にインストールする
 必要がある
・PCにインストールできない
 場合がある
・ソフトウェアの開発が必要となる

専用ソフトウェア

リクエスト

ユーザーインターフェイスとして

APIとして

HTMLや画像など

リクエスト

XMLやJSONなど

ブラウザー

プログラム

Webサーバー

Webサーバー

 インターネット以前のネットワーク

インターネットが普及する前は、コンピューター同士の通信にさまざまな方
式が用いられていました。
たとえば企業内で販売管理や発注管理を行うシステムや、銀行の預貯金管理
システムやATMなどのシステムは、インターネットを利用することなく専用
回線と専用通信方式でシステムが構成されていました。
インターネットが存在していない時代はこれが当たり前であり、コンピュー
ター同士を接続する場合は、専用端末や専用回線、また専用の通信方式で行っ
ていました。
コンピューターが普及するにつれて、どんなコンピューターも接続でき、か
つさまざまなサービスに対応した、汎用性の高いコンピューターネットワーク
が求められるようになりました。

「インターネット」のルーツとなったARPANETは、米国の国防総省
傘下にあったARPA (Advanced Research Projects Agency）の資金援助
により開発されました。そのため、インターネットが軍事利用を目的
に開発されたと誤解されがちですが、実際は汎用性の高い新しいネッ
トワークの開発が目的でした。

DARPAと改称された現在でも、さまざまな研究への資金提供を行っ
ており、対象となる研究はすべて一般から公募されています。

コラム インターネットの軍事利用に関する誤解
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レスポンスメッセージ

HTTPメッセージのうち、サーバーからクライアントへのレスポンスで使用されるも
のをレスポンスメッセージと呼びます。このレスポンスメッセージの構造や中身に
ついて解説します。
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 レスポンスメッセージの構造

レスポンスメッセージは1行目がステータスライン、2行目から空行までが
ヘッダー、空行の次から末尾までがボディで構成されています。レスポンスメッ
セージには、HTMLテキストや画像などのリソースとともに、成功や失敗といっ
たリクエスト処理の結果も返送されます。

HTTPのようなリクエスト・レスポンス型のプロトコルでは、レスポンスに
含まれるステータス（処理結果）が重要になります。成功した場合だけでなく、
失敗した場合は何が原因となっているのか、サーバーからクライアントに知ら
せるようになっています。

⹅⹅ レスポンスメッセージの構造

以下省略

HTTP/1.1 200 OK

<html><head><meta http-equiv="content-type" content="te....

Server: nginx
Date: Sat, 15 Mar 2014 03:37:14 GMT
Content-Type: text/html; charset=UTF-8
Transfer-Encoding: chunked
Connection: keep-alive
P3P: CP="NOI NID ADMa OUR IND UNI COM NAV"
X-FRAME-OPTIONS: SAMEORIGIN
Vary: Accept-Encoding:

空行（CR＋LF）

 ステータスライン 

ヘッダー

ボディ

 ステータスライン

レスポンスメッセージの1行目にあたるのがステータスラインです。以下の
図にあるような書式を用います。

⹅⹅ ステータスラインの書式

先頭のHTTPバージョンには、使用するHTTPのバージョンがセットされま
す。次のステータスコードには100～500番台で値がセットされます。最後の
テキストには、ステータスコードの概要を説明する短い文章がセットされます。

⹅⹅ ステータスコード

ステータスコード 概要 説明

100番台 情報（Informational） 処理が継続されていることを通知する。
ほとんど使用されていない

200番台 成功（Success） リクエストの処理に成功したことを通知
する

300番台 リダイレクト
（Redirection）

リクエストを完遂するには、さらに新た
な動作が必要であることを通知する

400番台 クライアントエラー
（Client Error）

リクエストの内容に問題があるためリク
エスト処理に失敗したことを通知する

500番台 サーバーエラー
（Server Error）

リクエスト処理中にサーバーにエラーが
発生したことを通知する

ステータスコードを確認すればリクエストが成功したのか、それとも失敗し
たのかがわかります。また失敗した場合も値によって何が原因だったかを探る
ことができます。

HTTP/1.1　200　OK

HTTPの
バージョン

ステータス
コード テキスト

空白 空白

Enter
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TLS 1.2を使用したHTTPSがサポートされています。またブラウザーでも、古
いSSL/TLSが使用された場合に警告を表示したり、アクセスをブロックした
りするようになっています。

2021年8月現在、TLSの最新バージョンは、2018年8月にリリースされた
TLS 1.3です。TLS 1.2以前のバージョンに存在した古い暗号アルゴリズムが削
除されたり、新たなハンドシェイクのしくみが導入されるなど、通信パフォー
マンスに関する改善が主に行われています。
よりセキュアな暗号化通信を実現するために、Webサーバーのソフトウェ

アやブラウザーを随時アップデートして、常に最新のTLSを使用するようにし
てください。

 共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式

SSL/TLSによる暗号化通信では、共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の2つの
暗号化方式を使用します。共通鍵暗号方式では、暗号化と復号に同じ鍵を使用
するのに対し、公開鍵暗号方式では、暗号化と復号に別々の鍵を使用します。
共通鍵暗号方式では、送信元での通信内容の暗号化と、受信側での復号に同

じ鍵を使用します。そのため、鍵を送付しておくなどして、あらかじめ共有し
ておく必要があります。鍵を送付する際に第三者に盗聴されてしまうと、通信
内容が復号され解読されてしまいます。

⹅⹅ 共通鍵暗号方式

公開鍵暗号方式では、暗号化に公開鍵、復号に秘密鍵を使用します。公開鍵
だけを送信側の暗号鍵として公開し、その公開鍵で暗号化された通信内容を秘
密鍵を使用して復号します。
公開鍵によって暗号化されたメッセージは、ペアとなる秘密鍵を使用しない

暗号化

復号 暗号文平文
共通鍵

と復号することができません。秘密鍵は他人に公開する必要がない鍵であるた
め、適切に保管しておけば本人以外はメッセージを解読できず、盗聴される危
険性もありません。

⹅⹅ 公開鍵暗号方式

 よりセキュアな暗号化通信の手順

通信データの暗号化に共通鍵を使用し、共通鍵の交換手順に公開鍵暗号方式
を使用し、ブラウザーとWebサーバー間で、よりセキュアな暗号化通信を実
現するための手順を以下に示します。

⹅⹅ SSL/TLS 暗号化通信の手順

暗号化

復号

暗号文平文

公開鍵

秘密鍵

①リクエストを送信する

⑥暗号化された
共通鍵を送付する

③サーバー証明者
　からサーバーの
　公開鍵を取得する

④共通鍵を生成する

⑨受信したデータ
　を共通鍵で
　復号化する

⑤サーバーの公開鍵で
　共通鍵を暗号化する

②サーバー証明書
を送付する

ブラウザー Webサーバー

証明書証明書公開鍵

公開鍵

共通鍵

秘密鍵

暗号化された共通鍵

共通鍵

暗号化された
共通鍵

共通鍵

共通鍵

⑧送信データを
　共通鍵で
　暗号化する

⑦暗号化された
　共通鍵を、
　サーバーの
　秘密鍵で復号
　化し、共通鍵を
　取得する

共通鍵により
暗号化された通信
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HTTP/2 の特徴

HTTP/2は、パフォーマンスとセキュリティの改善を大きな目標としています。多く
の技術仕様が追加され、より効率的なネットワークリソースの活用が可能となって
います。
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 HTTP/2の特徴

HTTP/2では、パフォーマンスとセキュリティの改善が重要視されたことは
4-7で述べました。多くの機能が追加され、より効率的にネットワークリソー
スの活用が可能となりましたが、その中でもHTTPセッションを張る際に

TLSによる暗号化通信を行うことが大きな特徴です。

⹅⹅ HTTP/2 のプロトコルスタック

その他HTTP/2の主な特徴は以下の通りです。

・ストリームによる多重化とTCPコネクションの再利用
・バイナリーフレーム
・プロトコルネゴシエーション
・HTTPヘッダーの圧縮

IP

HTTP/1.1

TCP

IP

TLS

HTTP/2

TCP

HTTP/2の仕様では、
TLS暗号化通信を使用しない
平文通信も定義されているが、
ブラウザーの実装では
TLSを必須としている

・優先度によるストリーム制御
・サーバープッシュ
・常時TLS暗号化通信によるセキュリティの向上

 ストリームによる多重化

HTTP/1.1では、HTTPリクエストが発生した際にTCPコネクションを開始し、
レスポンスの完了を待って切断します。TCPコネクションを開始する際、TCP

の3ウェイハンドシェイクを行う必要がありますが、さらにHTTPSによる
SSL/TLS通信を開始するには、SSL/TLSハンドシェイクを行う必要もあります。
これらのやり取りが大量に発生することで、ネットワークやWebサーバーに
大きな負担がかかります。

HTTP/2では、1つのTCPコネクションを有効に使い回せるよう、ストリー

ムと呼ばれる仮想的な接続を生成します。ストリームの中で複数のリクエスト
とレスポンスを並列に処理することで多重化を可能にしています。

⹅⹅ ストリームによるリクエストとレスポンスの多重化

ブラウザー Webサーバー

TCP接続開始

TLS暗号化通信開始

ストリーム#1
リクエスト

レスポンス

…
…

ストリーム#3
リクエスト
リクエスト
リクエスト

レスポンス

レスポンス

レスポンス
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しやすくなり、同時にWebアクセスの最適化が可能となります。
また最近では、セキュリティ向上を目的として、プロキシサーバーを導入す

るケースも増えています。
プロキシサーバーでWebサーバーとのやり取りをチェックし、危険である
と判断した場合は通信を遮断するという、WAF（Web Application Firewall）の
ような機能を果たします。またWebコンテンツのウィルスチェックやスキャ

ン、WebサーバーのURLチェックなどを行うことも可能です。
さらにレスポンスの高速化というメリットもあります。プロキシサーバーが

Webアクセスを中継する際、オリジンサーバーのリソースをキャッシュして、
次に同じリクエストが発生した際は、このキャッシュデータを再利用してレス
ポンスの高速化が可能になります。この機能をフォワードプロキシ機能（6-4
参照）と呼びます。

⹅⹅フォワードプロキシ

Webサーバー

Webサーバー

ウイルスのスキャン
不審なWebアクセス

の遮断

Webアクセス
の高速化

インターネット

フォワードプロキシ

……

LAN

Webコンテンツ
をキャッシュ

ネットワーク
の最適化

 Webサーバー側のメリット

Webサーバー側でプロキシサーバーを導入した場合は、ブラウザーからの
リクエストをオリジンサーバーに代わって一旦プロキシサーバーが受けて、オ
リジンサーバーに転送します。
オリジンサーバーからのレスポンスもプロキシサーバーを経由して、ブラウ
ザーに送信されます。またオリジンサーバーのコンテンツをプロキシサーバー
にキャッシュすれば、レスポンスの高速化も実現できます。
オリジンサーバーに処理を分散させることをロードバランシング（6-5参照）
と呼び、リバースプロキシ機能（6-4参照）が利用されます。
リバースプロキシ機能では、ブラウザーからのリクエストを一旦中継してか
らバックエンドのWebサーバーへ振り分けます。複数のWebサーバーに処理
を分散させることが可能な他、Webサーバーの構成を外部から隠蔽するといっ
た効果もあります。
バックエンドのオリジンサーバーへの振り分けには、URLマッピングとい
う手法が用いられます。特定のURLにマッチした場合は、指定したオリジンサー
バーにリクエストを転送するというしくみです。振り分けの比率や優先順位を
設定することで、耐障害性を高め、レスポンスの高速化が可能になります。

⹅⹅リバースプロキシ

クライアント クライアント

負荷の分散

レスポンスの
最適化

インターネット

…
…

リバースプロキシ

Webサーバー

Webサーバー

Webサーバー

http://サーバーA

http://サーバーA

http://サーバーA
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動的な負荷分散では、ヘルスチェック機能で各オリジンサーバーをモニタリ
ングし、モニターデータをロードバランサー内部に保持する必要があります。
そのためロードバランサーのしくみが複雑になり、高いレスポンスを実現する
には、より高性能なロードバランサーが必要になります。

⹅⹅ヘルスチェック

ロードバランサーによっては、複数の方式を組み合わせることも可能です。
たとえば、最速応答時間方式と最少コネクション方式を組み合わせることで、
よりサーバーの負荷状況を反映させた設定を行えます。
またラウンドロビン方式と優先順位方式を組み合わせて、ある一定量までは

プールされたオリジンサーバーをラウンドロビンで分散し、しきい値を越えた
場合のみ、オフロード用のオリジンサーバーに振り分けるなどを行うことも可
能です。

 コンテンツスイッチング

コンテンツスイッチング方式では、HTTPヘッダーやリクエストメッセージ
の中身によって割り振りを変更することができます。たとえばURLに「img」

インターネット

サーバーが停止
した場合は、
分散対象から
切り離す

ロードバランサー

サーバー1

O
K

サーバー2

O
K

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

サーバー3

O
K

サーバー4

N
G

障害発生

STOP

が含まれている場合はサーバー1、拡張子が「.php」の場合はサーバー2に割り
振る、などが可能です。
またコンテンツスイッチング方式によって、画像やHTMLなどの静的コンテ
ンツ専用のオリジンサーバーと、Webアプリケーション専用のオリジンサー
バーに分けて運用することも可能です。

⹅⹅コンテンツスイッチング方式による負荷分散

コンテンツスイッチング方式では、HTTPリクエストに含まれる、URL、言語、
クッキーなど、さまざまな属性を割り振るための条件として指定できます。
ラウンドロビン方式やその他の動的な負荷分散方式では、TCPレベルでパ

ケットを解析しますが、コンテンツスイッチング方式では、HTTPレベルでパ
ケットを分析するため、L7スイッチとも呼ばれています。

インターネット

リクエストURLで割り振る
サーバーを決定する

……

サーバー1

LAN

contents1

サーバー2

contents2

サーバー3

contents3

ロードバランサー

http://○○/contents3/

http://○○/contents2/

http://○○/contents1/
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⹅⹅仮想化技術の手法

ハイパーバイザー型では、ホストOS上でハードウェアをエミュレートし、
ゲストOSを起動します。二重でOSが起動するため起動が遅く、ハードウェ
アリソースを大量に消費します。
一方コンテナ型では、アプリケーションの実行に必要なプロセスやリソース

をコンテナ化し、他のプロセスから切り離して実行します。そのため必要なリ
ソースが少なく起動も高速です。

 クラウドサービス

ここ数年でクラウドサービスの利用が急速に増えています。「クラウド」と呼
ばれるインターネット上のサービスを利用して、Webサーバーをかんたんに
立ち上げるのがWebシステム構築の主流になりつつあります。
クラウドでは、サーバー・ストレージ・ネットワークなどのハードウェアリ

ソースを抽象化することで、これらの詳細を知らなくてもかんたんに利用でき
るようになります。

ハイパーバイザー型仮想化

アプリケーション

ゲストOS

アプリケーション

ゲストOS

ハイパーバイザー

ホストOS

アプリケーション

ライブラリ

アプリケーション

ライブラリ

アプリケーション

ライブラリ

コンテナ管理ソフトウェア

ホストOS

アプリケーション

ゲストOS

ホストOSの上でゲストOSを稼働させるため、
オーバーヘッドが大きい。一方、ゲストOSや
アプリケーションの自由度は高い

コンテナ型仮想化

アプリケーションの稼働に必要な最小限の
実行環境だけを仮想化するため、必要な
リソースが少なく効率が良い

またクラウドアプリケーションを通して運用管理できるようにAPIが提供さ
れています。
クラウドサービスには、さまざま形態があります。
ハードウェアリソースやインフラを提供する形態の IaaS（Infrastructure as 

a Service）、アプリケーションのためのプラットフォームを提供するPaaS

（Platform as a Service）、そしてサービスやアプリケーションを提供する形
態のSaaS（Software as a Service）などの種類があります。
開発や運用の自由度は「IaaS ＞ PaaS ＞ SaaS」と順になります。ただし自

由度が高い分、開発や運用管理にかかるコストも大きくなります。
たとえば、自社で機器を用意して運用管理もすべて主体的に行うオンプレミ

ス環境上で動いているWebアプリケーションをクラウドサービスに移行する
場合は、一般的には IaaSかPaaSを選択して移行作業を行います。

⹅⹅さまざまな形態のクラウドサービス

 IaaS

ネットワークやサーバーなどのインフラを好きなときに好きなだけオンデマ
ンドに利用できるのが、IaaS（Infrastructure as a Service） です。APIを通し
てリソースを操作できるため、CPUやメモリーのスケールアップや、サーバー
のスケールアウトなどをプログラムに代行させて、大規模なインフラを瞬時に

サービス サービス サービス

アプリケーション アプリケーション アプリケーション

アプリケーションサーバー／
HTTPサーバー／RDBMS

アプリケーションサーバー／
HTTPサーバー／RDBMS

アプリケーションサーバー／
HTTPサーバー／RDBMS

IaaS PaaS SaaS

ハードウェア／
ネットワーク／OS

ハードウェア／
ネットワーク／OS

ハードウェア／
ネットワーク／OS

ユーザーが用意する

プロバイダーが
用意する



192 193

HTML の基本構造

HTMLはさまざまな要素で構成されています。HTMLを記述する上で欠かせない要素
について解説します。
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 文書型宣言・ヘッダー・ボディ

HTMLドキュメントは、大きく文書型宣言、ヘッダー、ボディで構成されて
います。HTTPメッセージ（3-5参照）にもヘッダーとボディが含まれているた
め、単にヘッダー・ボディといっただけでは、どちらを指しているのかわかな
らないため、注意が必要です。

⹅⹅ HTML ドキュメントの基本構造

 文書型宣言

HTMLドキュメントの先頭には、その文書がどのような文書型定義（DTD：
Document Type Definition）に基づいて記述されているかを「<!DOCTYPE ...>」
を使って宣言します。HTMLには複数のバージョンが存在し、バージョンごと

文書型宣言

ヘッダー

ボディ

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">

<html>

</html>

<head>
 <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8">
 <title>Test</title>
</head>

<body>
 <h1>テストです</h1>
 ...本文...
</body>

に使えるタグや属性が異なっていたり、指定方法が異なるためです。そこでど
のバージョンに基づいて作られたHTMLドキュメントなのかをここで明確にし
ています。
同じバージョンであっても、新バージョンへの移行のための互換性を配慮し
たものや、逆にそうでないものなど、DTDが異なるものが複数存在します。

HTMLドキュメントで使用される主なDTDは以下の通りです。

・HTML 3.2 DTD
・HTML 4.01 Transitional DTD（移行用）
・HTML 4.01 Frameset DTD（フレーム使用可能）
・HTML 4.01 Strict DTD（厳格）
・HTML5
・ISO-HTML

「<!DOCTYPE ...>」は以下のように記述します。DTDを参照できるURLを示
すシステム識別子は省略可能です。

⹅⹅ 文書型宣言（DTD）の指定方法

「<!DOCTYPE ...>」はブラウザーで解釈され、レンダリングの方法を決定し
ます。最近のブラウザーはDOCTYPEスイッチと呼ばれる機能で、表示モー
ドを切り替えることができます。詳細は7-4で解説します。

 ヘッダー

ヘッダーには、ページタイトル、使用言語（文字コード）、キャッシュの有
効期限、検索サイトのためのキーワード、サイトの説明など、HTMLドキュメ
ントに対するメタデータを挿入します。

<!DOCTYPE HTML   PUBLIC   "-//W3C//DTD HTML 4.01//EN"   "http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd” >

文書タイプが
「HTML」で
あることを
記述する

公開識別子。DTDを
特定するための情報
を記述する

システム識別子。DTDを参照できる
URLを記述する（省略可能）

DTDが公開されたもので
あることを示す。DTDが
非公開の内部用なら
「SYSTEM」を指定する
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WebSocket

ブラウザーとWebサーバーが双方向通信を可能にする、軽量なネットワークプロト
コルがWebSocketです。このWebSocketのメリットとしくみについて見ていきま
しょう。

07
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 WebSocketとは

WebSocketは、クライアントとWebサーバーとの間で双方向通信を行うた
めの軽量なネットワークプロトコルです。当初はHTML5の機能の1つとして
策定されましたが、現在は単独のプロトコルとして規定されています。ゲーム
やSNSなど、リアルタイム性が要求されるアプリケーションなどで採用され
ています。
通常のWebサービスでは、ブラウザーからWebサーバーに対してリクエス
トを送信できても、逆にWebサーバーからブラウザーに対して接続を試みる
ことはできません。

WebSocketでは、一度Webサーバーとブラウザー間で接続が確立すれば、
Webサーバーとブラウザーのどちらからでも接続を開始できます。そのため、
Webサーバー側からデータのプッシュ配信を行うサーバープッシュが可能に
なります。

 WebSocketのメリット

Webサーバーの情報が更新されたかどうか、ブラウザーから定期的に確認
を行わなくても情報の更新と同時に、Webサーバーからブラウザーに更新情
報を送信できるため、即時性の高い情報にとても有効です。
たとえばニュース配信システムの場合、HTTP/HTTPSを使った方式では、ク

ライアントが決まったタイミングで最新ニュースの有無をサーバーに確認する
必要があります。この方式だとタイミングがずれた場合は、最新ニュースの受

信に時間差が発生する可能性があります。
しかしWebSocketを利用すれば、最新ニュースがサーバーに登録されると
同時に、クライアントへの通知や配信が可能になるため、よりリアルタイムで
ニュースの配信が可能になります。

⹅⹅ 即時性の高い情報に有効な WebSocket

WebSocketは、一度確立した接続を維持し続けます。接続と切断を繰り返
すHTTP/HTTPSと比べてオーバーヘッドが少なく、またヘッダーのサイズも
HTTPと比べて極めて小さくなります。そのため通信量の削減が可能で、サイ
ズの小さいメッセージをひんぱんにやり取りするようなケースで効果的です。

 WebSocketのしくみ

WebSocketによるクライアントとサーバー間の通信手順は以下の通りです。

①最初にHTTPでクライアント側がサーバーに対してハンドシェイクリク
エストを送ります。

②次にサーバー側はハンドシェイクレスポンスを返して、コネクションが確

HTTP/HTTPSを使った方式

ニュース配信
サーバー

クライアント

サーバーに最新記事
が登録されても、
クライアントにアクセス
されるまで配信されない

WebSocketを使った方式

ニュース配信
サーバー

クライアント

サーバーに最新記事が
登録されると、即座に
クライアントに記事を
配信（プッシュ）する
ニュース配信サーバー

クライアントから
サーバーに接続して
最新記事があるか
どうか確認する

一定時間（たとえば5分
に一回）をおいて確認

最新記事があるかどうか
サーバーに確認する必要がない

即座に記事が
配信される
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Web アプリケーション 
フレームワーク

Webアプリケーション開発には多くの知識と技術が必要です。開発規模が大きくな
るほど開発工数も膨らみます。そこで開発のスピードや効率を向上させるためには、
Webアプリケーションフレームワークを利用します。
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 Webアプリケーションフレームワークとは

Webアプリケーションフレームワーク（以下フレームワーク）とは、Webア
プリケーション開発において、ひんぱんに使用する機能をライブラリーにした
ものや、共通性の高い処理内容をパッケージ化してまとめたものです。
リクエスト処理、データベースとの連携、レスポンスの生成など、Webア

プリケーション開発に必要な機能を容易に扱えるようになります。そのため、
フレームワークを利用したほうがイチからコードを書くよりも、開発効率が格
段に向上します。

⹅⹅Webアプリケーションフレームワークの役割

Webアプリケーション

ランタイム

レスポンス
生成

レスポンス
生成

ロジック

DB連携

Webアプリケーション
ロジック

フレームワーク

ランタイム

レスポンス
生成

リクエスト
処理

基本機能

DB連携

どのWebアプリ
ケーションにも
必要な機能

共通性の高い
処理内容を
パッケージ化する

フレームワークを利用することで、
独自に作成するWebアプリケー
ションのコードが少なくて済む

 フレームワークの基本機能

Webアプリケーションの基本機能は、クライアントからリクエストを受け
取り、データベースからデータを読み取ってWebコンテンツを作成し、それ
をレスポンスとしてクライアントに返すことです。この基本機能をベースに、
個々のWebアプリケーションに必要な機能を加えていきます。
たとえばユーザー認証（サインアップ、サインイン、サインアウト）、管理
者用画面、フォーム、ファイルのアップロードなど、Webアプリケーション
でよく使われる機能も、フレームワークで用意されたものを利用することで、
開発工数やコストを軽減することが可能です。
フレームワークの設定ファイルを編集するだけで、簡易なWebアプリケー

ションをすぐに開発できます。データベースサーバーに接続してSQLを発行
するなどの連携も可能で、データベースとの接続・再接続・切断などのコネク
ション管理もフレームワークに任せることができます。
また開発工数やコストの軽減だけでなく、間違いが少なくなるため、Web

アプリケーションの品質が向上するというメリットもあります。

 主なフレームワーク

プログラミング言語のJavaは、サーバーサイド向けのServletやJSPが開
発され、フレームワークのStrutsが登場したことで、エンタープライズ分野で
大きなシェアを獲得しました。またスクリプト言語のRubyはRuby on railsと
いうフレームワークが登場したことで、さらに注目されるようになりました。

⹅⹅主なフレームワーク

フレームワーク

言語

Django、
Flaskなど

Python

Struts、
JSFなど

Java

Laravel、
CakePHPなど

PHP

Ruby on Rails、
Sinatraなど

Ruby


